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本研究は、JEAC4601-2015[1]で定義されている矩形基礎を前提とした基礎浮上り非線形特性の円形基礎構

造物への適用性を検討したものである。 
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1. 緒言 

原子力施設の地震応答解析手法として、地震による建屋の基礎浮上りを考慮した地震応答解析手法は多

数の研究実積があり、国内の原子力施設の設計で、JEAC4601-2015 で定義されている矩形基礎を前提とし

た基礎浮上り M-θ スケルトン式（以下、JEAC 式）が広く使われている。本研究では、円形基礎構造物の

基礎浮上り非線形特性を評価し、JEAC 式の円形基礎構造物への適用性を検討した。 

2. 浮上り非線形特性の評価 

2-1. 浮上りを考慮した荷重漸増解析プログラムの開発 

森山ら[2]の手法で、半無限地盤地表面上にある任意の形状の剛な基礎について、静的 Mindlin 解を用いて

基礎浮上りを考慮した荷重漸増解析を行うプログラムを開発した。表 1 に示す解析諸元を用いて、矩形基

礎の荷重漸増解析を行い、得られた M/M0-θ/θ0関係を図 1 に示す。本プログラムが評価した M/M0-θ/θ0関係

が JEAC 式と整合していることから、本プログラムの妥当性を確認した。 

2-2. 円形基礎の浮上り非線形特性の評価 

次に、本プログラムを用いて円形基礎について荷重漸増解析を実施した。初期地盤剛性に対し規準化し

た規準化地盤剛性と浮上り限界回転角で規準化した規準化回転角の関係 KRR/KRR0-θ/θ0を図 2 に示す。矩形

基礎及び円形基礎は、概ね同等の KRR/KRR0-θ/θ0関係を示すことを確認した。 

3. 結論 

円形基礎について、静的 Mindlin 解を用いて基礎浮上りを考慮した荷重漸増解析を実施し、円形基礎構

造物は、矩形基礎構造物と概ね同等の KRR/KRR0-θ/θ0関係を示すことを確認した。 
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建屋の質量 (t) 50000

円形基礎直径 (m) 50

矩形基礎辺長※ (m) 44.311

せん断波速度 (m/s) 500

密度 (t/m
3
) 1.8

※円形基礎と面積等価な正方形を想定し、

　一辺44.311mとする。

表1 解析諸元
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図1 矩形基礎のM/M0-θ/θ0関係 図2 矩形及び円形基礎のKRR/KRR0-θ/θ0関係
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